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ママ友 必要ない時代 ？
最近数人のお母さんに聞いたんですが、「子育てに困ったり、疑問に思った時にど

うするの？」と。全てのお母さんが「携帯で調べるー」「色んな答えが書いてて迷う

時もあるけど、調べる」でした。携帯が普及し始めの 30年ほど前に子育てしていた者は困ったら「誰かに聞
く」でした。親や経験のある姉妹や近所のおばさん、友人などに聞いて助けてもらっていました。人との関

わりが今よりもっと密であり、ママ友は普通にいました。しかし、先日の11月25日付け中日新聞に「ママ友
必要ない時代？」の見出しに目が引かれました。第一生命経済研究所のコロナ禍での生活や意識の変化に関

する調査で、432 人対象にママ友・パパ友の有無を尋ねていて、「いる」が 44 ％、残り 56％がいないそうで
す。約20年前の調査では、いないはわずか 6．2％だったのに、いない人が顕著に増えていました。コロナ禍
によるコミュニケーションの減少が大きいのと、スマートフォンの普及で、育児情報が手軽に得られるよう

になったり、ＳＮＳで遠方の友人と交流が可能になったり等の理由が大きく影響しているのだろうと言うこ

とです。煩わしい人間関係をもちたくないという想いの表れもあるのかもしれません。「子育て困ったら携帯

で調べる」は誰に気を遣うことも無く、時間や場所を気にせず調べられる現代では当たり前なんですね。的

確に答えは得られますが、なんだかわびしい感じがします。答えだけでは助けにならない時があるはずです。

「保育園に代わりに迎えに行ってほしい。」「突然の非情時に預かってほしい」など手助けがほしいときに気

心の知れた友人が必要ではないですか？機械だけを頼りに子育てするのは無理があると思います。また、育

てられる方の子どもは、親の他人との交流方法を生活の中で垣間見ながら、人との関わる方法を学び、成長

していくように思います。「携帯がお友達」が普通になったときの人間の成長がどうなるか・・・心配です。
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「お産を語る会」第1回目は「お産子の家」で、そして第2回目は日野町の「ダーナ」で開催し、多くの
お母さん達がお産の体験談を語って下さいました。参加された方々が互いの体験談を共有しながら、自分自
身の「お産を振り返ることで、何かを得て下さったらと始めました。今回も多くの方がお話し下さったのを
一部掲載しました。出産経験の有無に関係なく、出産や生き方を考えるきっかけになれば有り難いです。

Iさん
第一子の時はお産が怖くて、逆子が治らないで

ほしい、帝王切開でいいとおもっていました。結
局そうなったんです。次の妊娠は自然な双子で、
双子の型から医大受診となり、28週の時には羊水バランス
に問題が起こり、緊急で1週間入院し、32週からは管理目
的で入院でした。お産にこだわり無く、2回目も帝王切開
になったことも、なるようになると思っていました。ひと
りめの時は初めての帝王切開でわからないままあれよあれ
よと進んだという感じで、2回目の時は経験があるからこ
その不安もあり、手術中に助産師さんが手を握って話しか
けてくれてとても安心できて、赤ちゃんが出てきてくれた
時にジーンと感動できる余裕があった。良かった。

Tさん
総合病院で出産しました。沢山の看護師さんや助

産師さんにみてもらいながら産んだんですが、人の
目を気にしながら産んだ気がします。他の人がどう見てい
るのか、数字や時間が気になって仕方なかったんです。産
後も母乳が出にくくて、赤ちゃんの体重の事ばかり気にな
って、今思い返しても悲しくなります。良い思い出では無
かったんです。2人目もほしいんですが、1人目とは違っ
たお産がしたいと、まだ、妊娠してないのですが、先日「
お産子の家」に見学に行ってきました。2人目は自分とお
腹の子の息を合わせてお産がしたいと思っています。

Orさん
山登りが好きで1人目の時はいっぱい歩いて

体力づくりできたんですが、2人目の時は上もいて思うよ
うに歩けずにモヤモヤしたときがあったんですが、健康で
毎日の生活ができていたらいいやと思うようにしたら楽に
なりました。陣痛が来てM助産院に向かう車の中では余裕
だったんですが、助産院に着いてトイレに行き出てきたら
、めちゃくちゃ痛くなり、赤ちゃんが下がった感じがして
、そこからは布団にのるのがやっとで、産むと言うより出
てきちゃったというお産になったんです。1人目の時はこ
こにいるなと感じながらのお産で良かったんですが、今回
は速すぎて物足りないお産になってしまい残念でした。

Kさん
妹と年が離れていて母親が助産院で妹を産むのを見て

いたんです。それもあってか助産院に憧れていて、1人目
の出産はM助産院でした。吉村正先生の本を読みあさり、
意識してよく歩きました。お産は破水から始まり丸一日か
かったんです。もう少し長引いていたら病院搬送という状
況でしたが、ギリギリで無事助産院で出産できたんです。
2人目はA助産院を選び、妊娠前からお産の勉強会に通い、
妊婦さんに交じって呼吸法の練習をしていたりしました。
そのうち妊娠がわかりA助産院で念願叶って出産できました
女性はどういうお産がしたいと言える権利があるんだと

言うことをA助産師さんから聞いたときは衝撃でした。
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単発開催イベント案内 お問合わせ：090－6972－8911 三宅

9日(金)10:30～「パンにまつわる食育part2」満員御礼

13日(火)10:30～お産子ランチの会年の瀬ランチ1500円

Osさん
1人目は実家近くの病院で、2人目はお産子の

家で出産して何も言うことが無いくらいいいお産
でした。1人目の時は予定日を越えてもお産に
ならず、バルンを入れて薬を使った誘発分娩でした。陣痛
が来る度に薬で晴らされている感じがして、自然じゃない
感じで怖かったのを覚えています。1人目を育てながらい
ろんな事を考えることも有り、「次は家族全員でお産を迎
えたい」と思うようになりました。1人目のお産があった
からこそ、今回のお産子の家のお産につながったし、世界
が広がりました。違うお産を経験すると子どもへの想いに
優劣が出るかもと心配もしましたが、全然そんなこと無く
て、どちらも可愛いです。子育てしながらつまずくと今回
のお産に立ち返ってます。自分がどうしたいのか考えられ
ます。お産前に産道にGBSという細菌が見つかるリスクが
発生し、悩みストレスになったんですが、最初は助産院よ
り病院の方が良いんじゃないと言っていた夫が「お産子で
産むのがいい」と後押ししてくれて、改めて助産院出産を
再確認したんです。でも、また、予定日過ぎてもお産にな
らなくて、このまま1週間過ぎたら医大（お産子の家の連
携医療機関）のお産になる～と再びストレスでしたが、な
るようになると開き直って、頑張って歩いたらギリギリで
陣痛が来て無事助産院で産めたんです。

Nさん
自然なお産がしたいと妊娠7ヶ月でA助産院を訪

ねたんです。その時、自分のお産に対する考えの曖
昧さに怒られ、喝を入れられたんですが、たくさん
パワーをもらい、ここで産みたいと思い助産院のお産を決
めました。そして、オーガズミックバースの映画で感動し
、あんなお産がしたいと思い、毎日4時間は歩き、雨の日
はスクワット200回、10階建てマンションの階段を10往
復して頑張りました。予定日越えてやっと陣痛と破水で助
産院へ行ったんですが、強い陣痛にならなくて、入院後も
山道を歩いたりスクワットや鍼灸したりと頑張り、3日目
にやっと子宮口全開、それから2時間かかってやっと赤ち
ゃんの頭が見え隠れしてきて、出産することができました
。途中S助産師が栄養ドリンクを差し入れパワーを届けて
くれたことは有り難かったです。時間はかかったんですが
、気持ちいいお産をすることができ、感動しました。また
産みたいと思いました。待つことの大切さを学び、いっぱ
い歩いたことで、体も気持ちも鍛えられたと思います。

Okさん
1人目を病院で出産。両親を頼れず、ずっと夫婦

でやってきました。孤独でした。ちょっと余裕が出
てきた頃に妊娠して、今回は違う自分で出産したい
とお産子の家を選んだんです。上が元気な男の子で、散歩
が大好きで妊娠中いつも一緒に歩いてました。4月初旬予
定日で、3月末に（連携医療機関の）医大を受診した際に
胎児貧血が見つかり、急遽医大に入院となってパニックで
した。帝王切開になるかもとも言われたんです。今回の妊
娠中に帝王切開の経験者の話を聞いていたので、こうなっ
たら産むしかないと決心。夜中にバルンを入れられ、翌朝
から陣痛促進剤を使いながら、陣痛中は揺れる椅子に座り
ゆられていたら破水し、陣痛に合わせて呼吸法をしていた
らそれほど痛みを感じないままお産が進んでお産になりま
した。「産んじゃった－」って感じでした。赤ちゃんも診
断とは異なり元気で一安心。病院出産になってしまいまし
たが、みんなで産んだって思えました。

Oiさん
1人目は京都の助産院で出産。二人目も自然なお産がし

たいと助産院を探すも見つからず、車で1時間以上かかる
県外の助産院が引き受けてくれた。助産院までの距離や2
人目と言う事もあり、もし、助産師が間に合わないときの
ために、自分でこうするんだよとA助産師さんがレクチャ
ーしてくれていた。そして、いざお産が始まったらドンド
ン進み、間に合わない状況になってしまい、助産師がいて
もいなくても産むのは自分と腹をくくると、陣痛が来る度
に子どものエネルギーが感じられ、自分ではどうしようも
ない自然の力みたいな物を痛感した。自宅で自分の生活の
中で子どもや夫がいて、すごく自然で良い経験をしたと思
っている。そんな経験が自信につながっている。

Yさん
小3と年少の娘がいます。上は東京で産前産後の体

づくりに係わる仕事をしていて、自分の年齢や体を
考えると妊娠に時間がかかると思っていたんです。
できるだけこだわらないよう生活していたら、意外に直ぐ
妊娠し、家から近い助産院で出産、結構早いお産でした。
2人目は滋賀に転居後の妊娠で、A助産院を選んだが「お

腹が張っても歩きなさい」と言われて驚いたんですが、産
む直前まで歩いたのでお産は楽で、気持ちにも余裕があっ
て、自分の両手で赤ちゃんを抱えて産むことができ良かっ
たです。たまに思い出してニヤニヤすることがあります。
「（妊娠中）自分で身体を作って頑張ったことが、自分に
返ってくる」という教えが、いまの自分の後押しになって
います。どんなお産も母児共に健康であれば万々歳だと思
います。

Ogさん
1人目は近くの病院で出産。2人目も最初は病院

に通ったが、上の子を連れての診察の待ち時間の
長さに嫌気がさし、A助産院を選んだんです。
病院だと赤ちゃんの大きさや状態などいろんあことが器械
をつかってわかったが、わかって安心にも不安にもなるこ
とがあると思う。助産院はエコーもモニターも無く、トラ
ウベ（木製の筒状の20～30ｃｍほどの長さの物）をお腹
に当てて赤ちゃんの心音を聞き、後は色んな妊娠に関係な
いお話をして過ごす妊婦健診で、自分には凄く良かったで
す。わからないから想像ができたんです。産後は病院の時
は会陰を2時間もかけて縫われ、その後は痛くて歩けなか
ったけど、助産院の時は少し会陰が切れたんですが、縫わ
ずに自然に治り、産後もスタスタと歩け、とても楽に過ご
すことができました。どちらもその時の自分にとって良い
経験ができたので良かったと思っています。

Mさん
家から近いHクリニックで出産しました。

不妊治療での妊娠で、順調に経過していたんですが、
29週で破水感、切迫早産になり、Hクリニックから総合病
院に搬送になったんです。結果破水はしていず退院OKと
言われたんですが、家人が心配して、そのまま入院を希望
したので、36週まで入院して退院。お産はHクリニックで
、でも予定日過ぎても陣痛が来ず、骨盤レントゲンを撮っ
たら産道が狭く、赤ちゃんがこれ以上大きくならないうち
にお産になる方がいいと誘発分娩が決まったんですが、結
果それほどかからず無事出産することができました。

12月のお産子定例イベント情報は

www.osanko.com から、

おっぱい塾情報は

biwakooppaijuku.blog70.fc2.com/

http://biwakooppaijuku.blog70.fc2.com/
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